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　The novel has a future. It's got to ･have the courage to tackle new propositions without
using abstractions ；it's got to present us with new, really new feelings, ａ whole line of new
emotion, which will get us out of　the emotional rut. Instead of snivelling about what is
and has been, or inventing new sensations in the 01d line. it's got to break ａ way through･
like a hole in the wall. And the public will scream and say it is a sacrilege : because･ of
course･ when you've been jammed for ａ long time in ａ tight corner, and you get really
used tｏ'its stuffiness　and its　tightness, till you　find it suffocatingly cozy ； then, of course)
you're horrified when you see ａ new　glaring　hole　in what was your cosy wall. You're
horrified. You back away from the cold stream of fresh air as if it were killing you. But
gradually, first one and then another of the sheep filters through the gap ，and finds ａ new
world outside. (Ｐｈｏｅ?iiエ:Ｔ/ｉｅＰｏｓthimioi｡ｓＰａｐｅｒｓｏｆＤ. Ｈ. LM-ｗｒｅ７ｉｃｅ，p.520)
　David Herbert Lawrence (彼自身は聖書の連想からであろうかDavidという名を嫌っていた
ようである)は1885年９月イングランド中部のNottinghamに近いEastwoodで生れ, 1930年３
月多年の結核がが悪化し南フランスのVenceで死去した．(我が国ではVeniceと誤記されている
のを散見する.)彼くらい盛んに批判され，また批評家の意見が極端に分れる作家も稀であろう．彼
に対する批評に関しては全か無かという言葉を想起さされる場合が多い．彼を攻撃する人々の代表
者としてはT. S. Eliotを挙げうるであろう．一方彼を強く支持する人々としてはAirbus Huxley>
Richard Aldington, John Middleton Murry (これらの人々はLawrence　と直接親交があった)
やF. R^. Leavis, Harry Ｔ. Moore, Graham Hough 等が考えられる，Ｔｘｏｏ ｏｒ Thｒｅｅ Ｇｒａｃｅｓ
比おいてKinghamとして，またＰｏｉｎt　Ｃｏｉt万ｎtｐ.ｒ六Ｐｏｉｎt　＼(-おいてRampionとしてLawrenceを
モデルに登場させたHuxleyは彼の編纂した｀Ｔ１１ｅ Ｌｅttｅｒｓｏｆ Ｌ). Ｈ. ｈａ-ｖｊｒｅｎｃｅ　の有名な長文
の序言の中で最も高らかにLawrenceを褒めあげた．それはLawrenceの真髄を看破するものと
して，彼自身の素晴らしい文章と相依って非常に高‘く評価された．それに比しＰｏｒ£ｒai£　ｏｆ ａ
Ｇｅｎｉｕｓ,But...の著者Aldingtonや£)，Ｈ.　Ｌａｚｖｒｅｎｃｅ ； Ｓｏｎｏｆ　Ｗｏ川,山1を畢いたMurry等の
　　　　　　　　　　　　　Ｊ立場はより微温的，見方によっては，冷厳ともいえよう．全面的に極めて強力にLawrenceを支持
する態度を堅持する点でHuxleyの後を継ぐ者はLeavisであろう．彼はその著工)，Ｈ.　ｈａｗｒｅ７ｉｃｅ:
Ｎｏヽeliｓtの中で非常に高い調子の言葉を以てEliot･を反駁しI Lawrenceこそイギリス小説の真
の伝統をつぐ最高の作家であると述べている．Ｔｈｅ ｒ)ａｒk　Ｓｕｎ:ＡＳ£ｕｄｙ　ｏｆＬ). Ｈ. Ｌａｗｒｅｎｃｅ
を著わしたG. Hough， ＴｈｅＬｉｆｅ　ａｎｄ　Ｗｏｒkｓ　ｏｆＤ.　Ｈ.　Ｌａｘりｒｅｎｃｅの作者H. T. Moore等も
それに似た立場を取っているが，その態度はより穏健である. GalsworthyはLawrenceと昼食を
共にした時の印象としてLawrenceのdead eyes の故に彼を好きになれないと伝えているめに対
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し, David Garnett はLawrence　に会った時彼のmost beautiful lively blue eyes に心を打たれ
たと記し，｢一度彼の眼を覗きこむとすっかり魅せられました．それはとても生々とし陽気さで躍
っていました.｣と語っている. Lawrenceに関する批評にはこういった極端な豆方の相違が終始つ
きまとうか，この小論において取りあげようとするＴ/ie Re山山ｏｕJ以前の作品についてはそのよう
な現象はさして見受けられないようである．
　処女作TI･i.e Whiｔｅ Ｐｅａじｏｃｋて文埴にデビューしたLawrenceはＴｈｅ Trespa･ｓｓｅｒを経て，第
三番目の作品Ｓｏ・･ｌｓα･id　Ｌｏｖｅｒｓで不動の地位を蔭立七た．そして引続いて詩集£．涙!1秘召αむｅ
Ｃｏｍｅ　Ｔ/i.ｒｏＭｇ/八およびＴｈｅ　Ｒｅ山山ｏｘｖに着手した.，Ｓｏｎｓ山砲Ｌｏｖｅ･ｒｓは自叙伝的色彩の濃厚な
作品であった，学校教川もしたことのある知的な彼のぽ親は失恋の反動から，炭坑夫である彼の父
親と結婚したか，それにはすぐ幻滅が伴った．飲んだくれで無教養な夫に失望した彼女はまるで恋
人に対するような愛情をもってLawrenceを盲愛した．幼い時影のようにいつも母親につきまとっ
て離れなかった子供は，長ずるにつれ，男友達を避け女の子とばかり遊戯するようになった．女の
子と一緒に野の花を摘んではその美しさに心を打たれ，その香りを嗅ぐことに深い喜びを感ずる，
女性的で孤独癖の神経質な少ざこ|となった．Ｓｏ･･ＩＳ ａ皿ｄ　Ｌｏｖｅ･ｒｓの中の，母親と恋人との愛情に板挟
みになって苫しむ思巻期の青年はそっくりそのままLawrence ｌｌｌ身の姿でもあった．だが彼と恋人
との関係を歪んだものとさせていた母親は1910年の末叱病死した．それは彼にとって大きな精神的
転機となった.Ｓｏ･･ＩＳ ａ･ｄ　Ｌｏｖｅ　ｒｓ1は彼の過去に於ける最大の影響力であった母親に対する訣別の
辞であった．それを書くことによって彼の過去に対するcatharsisがなされたのである．写実的手
法によって書かれたこの作品は美しい自然描写，生々とした登場人物によって非常な好評を博する
こととなった．そして次の作品に対する人々の川待は大きかった．従前の形式を続ける限りやがて
富，名声が彼のものとなるのは確実と思われる時Lawrenceの竹風にー･大変化が起った．それは
TI･ｌｅRai.)山ｏｘｖによって開始された．
　彼がFrieda　と初めて会ったのは1912年４月のことである．その峙Lawrenceは27才であり，
Friedaの方は彼よりも年上で，夫との間に三人の子女をもつ美しい女性であった，そして翌五月
貴族の令嬢として何不自由なく育った大学教授夫人,と貧しい元小学校教師とは相携えて彼女の故国
ドイッヘと出1奔し，八月にはアルプス越えにイタリーヘ,と移っていった．彼の健談はFriedaと一
緒に暮すようになっても依然勝れず，発熱し嚇言をいう夜も幾皮かあって彼女を不安の念に陥れ
た．だがそういった暗い影も新たな幸福な生活の中にいつしか溶けていった．それは殆んど無一文
の，徒歩ばかりの貧しい旅ではあったが二人には結構楽しかった．今やLawrenceはFriedaの愛
によって母の支配から完全に脱却し，過去をば客観的に見る,ことができた．この旅行中摺:き続けて
いたＳｏｎｓ　ａI･id　ＬｏＴｊｅ･-ｓは同年11月イタリーで完成さ･れ，引絞いてＴ隔心山由ｏｘｖおよびＷ。。len
･６･tＬ０１］ｅの母体となるＴｆｉｅ Ｓｉｓtｅｒｓの執筆が始まった．憶えば1912年は彼にとって多事な年であ
った．その翌年191訥１月17日に彼はイタリーから友人Ernest Col lings に あてて摺:いた手紙の冲
でIt is hopeless for me to try to do anything without l have ａ woman at the back of me. . . .
Bocklin ―or somebody like him ―dara｢1't sit in ３皿昆りcept ゛ith his back to the wall. 1 dai‘en't
sit ill the world without ａ woman behind ｍｅ‥‥　Ａ woman that l love sort of keeps me in
direct coiTimunication with the unknown, in which otherwise ｌ am ａ bit lost. と語っている
がそれはとりもなおさずFriedaと彼との関係を述べていると解釈してもいいだろう．母親の死後
彼は常に彼女に心の支えを求めた．それは彼の一生を通じて変わることはなかった．お互いに激し
い自我の持主である二人は絶えず闘争を続け，離婚の危機に立つことも一再にとどまらなかった
か，そのような時先に折れてでるのはいつもLawrenceの一方であった．彼女か独りで旅行に出掛け
たような峙彼はきまってそわそわし落ち着きをなくした.Iそして普段の彼とは別人と思われるくら
い不機嫌になり陰世になっていった. MurryはＳ（雄可ンＷｏｎｕｍの中でLawrenceをば，母の生
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存中は勿論その死後も，たえず子供が母親に対するように女性（この場合Frieda)に母性を求め，
女性に依存し，彼を脅かす孤独の恐怖からの逃避を異性の中に見出そうとした人間として描いてい
る．彼はそのような観点から「母親っ子」という意味でＳｏｎ ｏｆ Ｗｏｒｎ.のlという表題を付けたも
のと考えられる．そしてＬｏｏｋ＼ Ｍ几ｅ　Ｈａｖｅ　ＣｏｍｅＴｈｒｏｕgi･八 およびＴｈｅ Ｒａｉｎｂｏｗをば，現実
には彼女によりかかり支配されながらその状態に屈辱を感じ彼女に反溌し逆に支配しようと空しく
努力する，彼の結婚生活，性生活の失敗の告白との見地に立って論評の筆を進めた．
　彼は1912年の末にＳｏｊ･ＩＳ ａｎｄＬｏｖｅｒｓを完成するとともに新たな小説Ｔｈｅ Ｓｉｓ£ｅｒｓに着手した．
それは後に（彼の表現に従えばunwieldyなので）二つの小説に分かたれた．一方の小説は初め
Theぺ?／ｅｄｄｉｎｇＲｉｎｇと名付けられていたか, Friedaの主張でＴｈｅ Ｒａ卜山ＯＶｌ）という題名に改め
られるにいたった．（小説の内容を示す点ではもとのＴ/ｉｅ ＷｅｄｄｉｎｇＲｉｎｇという名称の方がより
適切だったかもしれない.）そして1915年の９月に出版された．他方の小説はＷ‰nen in L。ｗと
いう表題で1920年に出版されたか，両者の間にはさしたるつながりはないように感ぜられる．　ここ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　●で一応LawrenceがＴｈｅ ＲａｉｆｉｂｏＴｏを摺:き始めた1912年から1915年･の出版にいたるまでの二人の
動静に触れておこう．彼等は1913年４月頃までイタリーにいたが. Friedaが残してきた子供達に
会いたがるので，ドイツを経て六月にイギリスに入った．そしてKentにあるGarnettの別荘に
落ち着いたのち，やがてロンドンに出た. Friedaは学校へ行く子供達を道で待ちうけて，あわた
だしく会ったりしたが，夫との離婚は一向進展せず八月にはドイツヘ引返した．一方Lawrenceは
スイスを旅行した後イタリーで，やがてドイツの両親の所から帰ってきたFriedaを迎えた．この
開彼はＴＪｉｅ ＷｅｄｄｉｎｇＲｉｎｇの著述に没頭した．翌1914年５月Friedaと先夫Ernest Weekley と
の離婚が成立したので，七月Murry等を証人にして正式に彼女と結婚した．しかしまもなく第一
次世界大戦が晴天の露盾のように勃発し，二人を苦難のどん底に陥れた．彼は数ケ月イギリスで過
した後イタリーヘ帰るつもりであったが，戦争のために五ヶ年半というものイギリス滞在を余儀な
くされた. 1914年の秋病気をした時に順順をのばしその後生涯それを取り去ることかなかったが，
それはある精神的変化が彼に起ったことを暗示するように思われる．彼は当時Ｔｈｅ Ｒａ･inbo-ｗを
書くかたわらHardyの研究を始めたか，それは多分にLawrenceの主観を通じて書かれており，
Ｐｈｏｅｎｉエ:Ｔｈｅ　Ｐｏｓthｕi･，･しｏｕｓ　Ｐａｐｅｒｓ　ofＬ）．Ｈ. Ｌｃｍﾉｒｅ‘ｎｅｅ　に収録されて当時のLawrence自身
を知る有力な鍵と見倣されている. ＴｌｉｅＨａｉｎｈｏｉｉｉの前半の重々しい堂々とした文体はHardyの
影響か看取される．戦争が進むにつれ彼は次第に陰気さをましていった．無一物の彼にとっては作
品の稿料だけか唯一の生活の資の筈であったが，戦争はそれに対する重大な支障となった．この小
説は1915年９月に出版されたか十一月には卑狼な書物として発禁される憂目にあった．かような状
況の下におって彼の生活は困窮を極め，他からの借金で辛うじて糊口を凌いでいった．そしてそれ
は必然的に彼の作品にも影響せずにはいなかった.
　Huxleyの編纂した書簡集Ｔｉｉｅ Ｌｅttｅｒｓｏｆ D. H. Ｌａ‘iｖｒｅｎｃｅ，Moore の ＴｈｅＣｏｌｌｅｃtｅｄＬｅttｅｒ’：
ザ£）．Ｈ. Ｌａ-Ｌりｒｅｎｃｅ-,Edward D. McDonaldのPhoeiiiエ:Ｔｈｅ　Ｐｏｓ山．社ｏ･ｕｓ Ｐａｐｅｒｓof　Ｄ．
Ｈ. l^ａ-ｗｒｅｎｃｅ等はＴｈｅ Ｒａｉｎｂｏｔｖを書いた当時のLawrenceの心境，出版の経綸等を知る有力
な材料を提供してくれる. HuxleyのTI･ｌｅ Ｌｅttｅｒｓｏｆ D. H. ｈａ-ｗｒｅｎｃｅ　は相当膨大なものであ
るが, MooreのＴｈｅ ＣｏｌｌｅｃtｅｄＬｅttｅｒｓｏｆ Ｌ）.　Ｈ.　Ｌａｉｖｒｅｎｃｅは更に詳細である．今後の引用は
便宜上一切Mooreのものによることにした，以下これらLawrence自身の筆になる資料によって
Ｔｈｅ Ｒｆ山iboｘｏに対する考察を進めてみよう．彼の文通相手としてはEdward Garnett が最も多
くでてくるが，当時彼はDuckworthのchief literary adviser をしており，その意見はLawrence
の作品の出版に重大な影響をもっていたから，それはごく自然な成行であろう. Garnettは終始こ
の小説に満足を示さなかったようである．そして結局DuckworthでなくMethuenが出版し発禁
をくらい，その上罰金を科せられることとなった. Ｔｈｅ Ｒａｉｎｂｏｘiｕは彼の全作品を通じて最も屡々
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改稿された. Garnettは初期の原稿について，a little pretentious, ａ little solemn and boring
even,　with not enough cheerfulness breaking in on the philosophy と批評しているが，同様の
ことが現行の版についてもいえるかもしれない．彼は非常に筆まめであった．その手紙の一つ一つ
がanthologyの中の詩のようであるとはMooreの弁であるか，この小説が摺:き始められてから仕
上がるまでに（出版後のＴｈｅ　Ｒ（山ｉｂｏtｖに関するちのを除いて），二十数通この作品と関辿性をも
った手紙が書かれており，その約半数かGarnettにあてたものである．
　彼は1912年のクリスマス・イブにイタリーで病床からColl ingsにあてて書いた手紙の中で，「私
は書きたければ書き，書きたくなければ書きません.」とのびのびした創作態度を述べた後，「私は
新らしい小説をすこし書いています．それは私にと海てgoodというよりは，むしろずっとclever
に思われます.」と意味深長なことをいっているが，これか彼のＴｈｅ Ｒａｉｎｂｏｉｖに関する最初の言
及である．ついでそれから三週間とたたない頃，「私は新らしい小説をsimmer　しています．その
小説のことを思うと私は奇妙な，殆んど悪窟にみちたとい恪てもいい楽しさにみたされます．私は
それを私の胸から取り除きたく思います.」とGarnettに告げている. 1913年１月17日付けの，同
じくCol lingsへの手紙はかなり重要なものである．それはＴｈｅ　Ｒａｉｎｂｏ-Ｌｖ以降の全作品の傾向を
示すもので知性，精神の排撃，血や肉（つまり肉体）め礼賛かその骨子である．彼はその中で人間の
肉体をばろうそくの畑のような焔の一種と考え，知性をばその焔の周囲に投ぜられる単なる光と考
えている．イギリス人の生活態度を否定しイタリー人を称え，真の生き方は自己の欲望に答えるこ
とであると主張している．そして充足した焔の生活を追求し，自由でも，女性でも，－･ポンドの桃
でも，自分の欲しいものは何でもどしどし求めよと言っているか，このような思想は，最後の作品
Ａかｏｃａｌｙｔ.〉ｓｅ等とも多分に共通性を持っている．「人間にとって偉大な関係は常に男女の関係であ
るだろう．男同士，女同士，親と子の関係は常に第二義的な意味しかもたないであろう．そして男
女の関係は永久に変化し，永久に人間生活のあらたで主要な手掛りとなるであろう．その関係こそ
人生の中核であり重要な手掛りである.」とはj）ＪｉｏｅｒiｔＴ.の中で彼の語るところであるがLawrence
の手紙も同様の趣旨のことを伝えている．彼は1913年４月18日（?) Garnettに対してＴＪｉｅ Ｓｉｓtｅｒｓ
をば殆んど書き終えたことを知らせた後，「私には現在男女関係しか轡けません．男女間の新らし
い関係の確立，もしくは男女間の古い関係の再調整こそ現下の問題です.」といっているが，この
発言はＴｈｅ　ＲａｉｎｂｏＴｉむにある示唆を与えるものと解される.「Friedaのとても輝かしい全能の神
ぶりを描くのは私にとってためになります.」という言葉は，「私は以前この小説に魂をいれること
が出来ませんでしたが，それはFriedaと私との間の争闘，抗争のせいです．だがあなたはこの小
説の中に彼女と私を見出し，この作品か私達二人に関するものであることを見出すでしょう.」と
いう手紙と共に，この小説か新らしい男女関係をテ，マとしており，またFriedaと彼をばそのモ
デルとしてい名ことを示すものだろう．「私の今日のイエス(yea)は昨日のイェスとは違っている．
私の明日の涙は一年前の私の涙とはなんの関係もない．もし私の愛する人が変らないままでいるな
ら私は彼女を愛しなくなるであろう.もし彼女がいつまでもそのままであるなら，私は胡淑びんで
も愛した方がましてある.」とのＰｌｉｏｅｎtエの中の言葉は, 1914年１月29日のGarnettへの，「私は
私自身過渡期を経つつあります．結婚すると誰も何か他のものにならざるを得ません．私は何かし
ら変化しています.」という手紙と軌をーにしている．それはThe尺海功．７むが，刻々に移り変っ
てゆくFrieda　と彼との結婚生活の諸相を伝えるものであることを語っている．「第一に私は熱烈
に宗教的な人間です．そして私の小説は宗教的体験の深みから書かれねばなりません.」彼は1914
年４月22日Garnettに以上のように告げている力斗突際The Rainboxvには聖書や教会に関連し
た箇所が非常に多い．彼はこの小説において厳粛な宗教的気持を以てsｅｘを取り扱っている．（も
っともそれは晩年の，復活後のキリストを描いた小説The Man Ｗ/z。£）j?に到ってはっきり示
されるように，非常に異端的なものであった.）ずっと後に彼がNew Mexico の農場でThere is
15
no more indecency or impropriety in　The尺αj。boxv than　there is in this autumn morning.
と述懐したのもそういった気持のあらわれであろう．同じく　Garnettに書き送った1914年６月５
日付けの手紙も頗る重要と考えられる．彼はその中でＴｈｅ ･ＷｅｄｄｈｉｇＲｉｎｇはa bit futuristicで
あると告白した後，「どうしてか人間個の中にある物質的なもの，非人間的なものの方が，旧式な
人間的要素よりも私には興味があります．普通の小説はダイアモンドの歴史を跡ずけますか，私
はダイアモンドや石炭，すすといった同素体の共通の構成元素である炭素そのものをテーマとし
ます．それらの物質が根本的には変らない元素の諸状態に過ぎないことを見出すためには，私達
がいつもしてきたよりも，より深い感覚を働らかせることか必要ですか.」と語っている．ここに
Lawrenceの小説の特異性が胚胎するであろう．普通の人間とは違って彼はダイアモンドや石炭の
中に炭素を見，一杯の水を飲むことによって水素と酸素を味わうことが出来た．彼の眼は奥深く物
　の根源まで見透し，普通の人には見えないものまで見ることかできた．そこに彼の特質が存在し，
　彼の悲劇か始まるのである．もし我々が人間の心の中を赤裸々に，まるでＸ線のように透視しえた
　ら，その結果はどうなるであろうか．朧ろな月光の下で見れば，（Ｔｈｅ Ｒａｉｎｈｏ-ｗには月明の夜が重
　要シーンとしてよく出てくる）芙しく思われた風景も，白昼の太陽の光で見れば案外風情のないも
　のでありかちなように，そこには多分幻滅失望が生じ陰密と孤独感が伴うであろう，Ｔｈｅ Ｒａｉｎｂｏ-ｗ
　にはこういった暗さが横溢している．絶えず光と閤が全篇を通じて交錯しているか，閣の占める部
　分の方が光のそれよりも圧倒的に多い．余りにも頻繁に繰返される心理分析はやや退屈の感を与え
　かねない.’そういった方面の描写がもっと抑制されたらこの小説はより広い支持層を得たかもしれ
　ない．だが現実の彼は自己の中に巣喰う守護神（それとも悪魔？）の命ずるがままに，たえず変化
　し流勤しながら特徴的な，不可解ともいえる作品を書きまくっていったのである．ついに1915年３
　月２日の手紙は草稿の完成，浄書の開始を知らせている．
　　Ｔｈｅ　Ｒｄｉ/ifeoTOはLawrenceの全作品中最も長く，最も野心的なものである．そしてＬａｄｙ
　Ch.ａ£tｅｒleｙ　ｓｈｏｖｅｒの三度に比し／前後約九回書き改められたといわれている．彼はこの作品を
　通じて，両性関係の不鮮明な部分に対する深い詳細な探求を試みた. LeavisはLawrence's･ genius
　is distinctively that of ａ novelist, and as such he is as remarkable a technical innovator as
　there has ever been. It is ＴｈｅＲａ･inbo-ｗａｎｄＷ。men in Love that most demand attention.
　The need is to get recognition for the kind of major achievement they are. と述べ，続い
’てＴｈｅ ＲａｉｎｂｏＴひはclassicであると強く称賛している．とにかくこの･小説はLawrenceの特色
　を最もよく示すものであるといえようごその中では三組の両性関係の変化の諸相が追求されてい
　る．それは性生活を中心とした一大叙事文学ともいえるだろう．最初に登場する女主人公Lydia
　Lensky (Lawrenceの母親と同じ名である）はポーランドから亡命してきた教養ある未亡人で，娘
　Annaを連れて彼女よりもll下でかなり肺福な農夫Tom Brangwen と結婚する．この二人の間に
　は均衡が保たれている．だが次の一組Annaと，Ｔりｍの甥Willとの間ではその均衡は破られる.
　Anna Victrix の章等で示されるように未は完全に妻の所有物となり，ひたすら妻に奉仕する存在
　と化してしまう．最後の一組はAnnaとＷｍとの間に生れた娘Ursulaと, Anton Skrebensky
　というポーランド出身の工兵将校である．この二人の間では女性の支配は益々徹底し，女が主人と
　なり男は二次的存在，単なる女性の付属物となる．以上三組の両性関係の推移はそのままFrieda
　と彼との関係を物語るだろう．自意識の強い二人は絶えず闘争を繰返したが. Friedaの優位は次
　第に決定的となっていった．彼が後にＴｈｅ Ｐ臨。ｌｅｄＳｅｒｐｅｎtを通じて男性の女性に対する優位を
　力説したとしてもそれは彼の夢，希望に過ぎなかったにの小説の題Ｔｈｅ Ｒａｉｎｂｏｉｖとは何を意味
　するであろうか. Houghによればそれはthe harmony of seen and unseen, the world built up
　inａ living fabric of Truth, fitting to the over-arching heaven であり，またMurryにいわせ
　るとａ harmony between spirit and flesh である．虹とは所詮我々がいくら追いがけて行っても達
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することの出来ないものである．それはいつも或る間隔を保つたまま依然として彼方にあって，我
々に手招きを続けるであろう．人々か現状に満足し現世を謳歌する時代には，あるいはLawrence
は忌避されその価値評価は低下するかもしれない．だが不幸にして核戦争の暗雲が地上を覆い機械
文明，物質文明の害毒か痛感される時代ともなれば，多くの人々が彼に共感を覚え，彼の小説の異
常ともいえる暗さに，かえって慰めを感ずるであろう．，そして生涯機械文明を罵倒し，性による救
済を説いたLawrenceの中に予言者，先党者の面影を認めるであろう．以下彼がＴｈｅ Ｒ£山lboｘｏ
に手をそめてから完成するまでにしたためた書簡のうち重要と思われるものを抜草しておこう．そ
れらはすべてMooreのＴｈｅ ＣｏｌｌｅｃtｅｄＬｅ££ｅｒｓｏｆ Ｄ. Ｈ. Ｌａ-ｗｒ･ｅ，･ｉｃｅに拠ることにした．
1. To Ernest Col lings, 24 December 1912
　　1 always say, my motto　is ‘Art for my sakeパIf l zvant to write. I write ―and if l
　don't want to, I won't. The difficulty is to find exactly the form one's passion―work is
　produced by passion with me. like kisses一is it with ｙｏｕ?―wants to take. (71^/xｅＣｏｌｌｅｃtｅｄ
　Ｌｅ£tｅｒｓｏｆＬ). H.　ｈａ-ｗｒｅｎｃｅ.p.171)
2. To Ernest Collings, 17 January 1913
　　My great religion is a belief in the blood, the flesh, as being wiser than the intellect.
　へA^e can go wrong in our minds. But what our blood feels and believes and says, is always
　true.　The intellect　is only a bit and ａ bridle. What do　Ｉ care about　knowledge. All 1
　want is to answer to my blood, direct, without fribbling intervention of mind. ０ｒmoral;
　０r what･not. (Ibid　,p. 180)
3. To Edward Garnett, II March 1913
　　1 love and　adore this new book. It's　all crude as yet, like one of Tony's clumsy pre-
　historical beasts一most cumbersome　and floundering ―but l think　it's　great―so new, so
　really a stratum deeper than l think anybody has evｅｉ　gond in ａ novel. But there, you
　see, it's my latest. It is all analytical ―quite ｕ?ike Sons at?£ｏヱjej's,not a bit visualised.
　(Ibid｡p. 193)
4.　To Edward Garnett,‘Friday' (?18 April 1913)
　　ｌ can only write what l feel pretty strongly about F and that, at present) ｀iSthe relation
　between men and women. After all, it is the problem of today, the establishment of ａ
　new　relation, or the readjustment of　the ０１ｄone, between men and women. (Ibid.,p.
　200)
5. To Ａ. W. McLeod, (postmark 26 April 1913)
　　ｌ am doing ａ novel which　l have never　grasped: Damn its eyes, there ｌ am at page
　145, and I've no notion what it'sabout. l hate it. F. says it is good. But it'slike a novel
　in ａ foreign language ｌ don't know very well-I can only just make out what it is about.
　(Ibid., p. 203)
6. To Edward Garnett, (late May or early June 1913)
　　It did me good to theorise myself　out, and to depict Frieda's God Almightiness in a11
　its glory.　That　was the first crude fermenting o卜th巳book.　I'll make　it into　art ｎｏｗ･
　(Ibid., p. 208)
7. To Edward Garnett, 29 January 1914
　　It is my transition stage―but l must write to livei and it must produce its flowerSj and
　if they be　frail 0ｒ shadowy, they will be all　right if they are true to　their hour. It is
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　I】otso easy for one to be married. In marriage one must become something else.　And
　ｌ am changing, one way or the other. (Ibid.,p. 264)
8. To Edward Garnett, 22 April 1914
　　l am sure of this ｎｏｗ･ this novel. It is a big and beautiful work. Before, I could, not
　get °ｙ soul into it. That was because of the struggle and the resistance between Frieda
　and me. Now you will find her and me in the novel; l think, and the work is of both
　'of us.... Primarily ｌ am ａ passionately religious man, and my novels must be written
　from the depth of my religious experience. (Ibぼ' pp- 272-273)
9. To Edward Gamett. 5 June 1914
　　Somehoｗ一that which is physic―non-human> in humanity･ is more interesting to me
　than the ｏｌｄ:-fashionedhuman element―w hich causes one to conceive a character in a certain
　moral scheme and make him consistent. The certain moral scheme is what I object tｏ･
　In Turgenev, and in Tolstoi, and in Dostoievsky, the moral scheme into which all the
　characters fit―and it is nearly the same schane―is> whatever the extraordinariness of the
　characters themselves, dull, old, dead.... I don't much care about　what the woman
　μEZ∫―in the ordinary usage of the word. That presumes an ego to feel with. l only care
　about what the woman 15―what she is ―inhumanly) physiologically, materially―according
　to the use of the word : but for me> what she むａｓ a phenomenon (or as representing some
　greater, inhuman will), instead of what she feels according to the human conception....
　You mustn't look in my novel for the 01d stable Ｅｇθ一〇fthe character. There is another
　ｇｇθ･according to whose action the individual is unrecognisable, and passes through, as
　it were. allotropic states which it needs ａ deeper sense　than any we've been used to
　exercise, to discover are states of the same single radically 皿changed element. (Like as
　dismond and coal are the same pure single element of carbon. ‘The ordinary novel ゛ould
　trace the history of the diamond―but l say,‘Diamond, what ! This is carbonンAnd my
　diamond might be coal or soot, and my theme is carbon.) (Ibid.，pp. 281-282)
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